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松松ヶヶ崎崎地地域域のの方方々々各各種種団団体体ややＰＰＴＴＡＡのの方方々々にに，，おお世世話話ににななりりままししてて，，秋秋かからら

冬冬ににかかけけててもも,,子子どどももたたちちにに向向けけててのの取取組組をを続続けけててここらられれてていいまますす。。

第第３３２２回回松松ヶヶ崎崎『『子子どどももフフェェスステティィババルル』』

１１月３日（金），今年も下鴨少年補導委員会松ヶ崎支部主催の『子どもフェスティバル』が開催されました。 

この会が開催されるまで，何度も会議をもち，子どもたちに楽しんでもらえるような企画を考えてください

ました。 

   おたのしみ抽選会は，当日午後２時より開始。食券の番号をみて，当たっていれば商品がもらえます。当選

番号は，少年補導委員会会長の北川憲一さんに決めていただきました。 

「金魚 もらえるかも」は，学校運営協議会理事の三宅照男さんが大切に育てられてきた金魚で，金魚すくい

もさせてもらえる取組です。子どもたちは，自分の欲しい金魚をいただきました。 

模擬店は，うどん・キャンディーフィッシング・たこせん・ジュース。 

４年生以上の子どもたちは，「キッズスタッフ」として 

お手伝いしました。 

催しは， ゲームラリー・しめなわ作り・消防コーナー 

ＰＴＡ工作コーナー・下鴨署警察コーナー 

     フリークライミング・工繊大学生さんコーナー 

    ストラックアウト（投球チャレンジ） 
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あたたかいおうどんが人気でした。おだしのいい香

りがしていました。おいしくいただきました。 

 キッズスタッフが積極的に

お手伝いをしました。スタッフ

になるのも楽しいことです。

 しめ縄用に，長い藁を用意していただいていました。

しめなわづくり基本的なことが分かると調子が出てき

ます。来年もつくろうと意欲的に取り組めました。たく

さんのご準備ありがとうございました。

 かわいい金魚です。大事に育

てていくことでしょう。

 フリークライミング，最近,ニ

ュースに取り上げらえたり，身近

なところにお店があったりしま

す。落ちないように壁の出っ張り

を使って移動して，ゴールを目指

します。

 ストラックアウトは，的の数字をボール

を投げてあてて，打ち抜きます。一つぐら

いは当たりますが，残りのところに命中さ

せるのは難しいです。



『『里里山山ウウォォーーククララリリーー』』
１１月１８日（土）雨のため，ＰＴＡ主催の「里山ウォークラリー」は，室内での活

動となってしまいました。 

地元の猟師さんをお招きし，京都市内の自然や身近な野生動物のお話を聞きました。

おやじの会の方々，ＰＴＡ役員のみなさん，下鴨警察署，北山交番の警察官の方，京都

工芸繊維大学の学生さんの皆さん…早くからご準備いただきありがとうございました。 

《地元の猟師さんからのお話》 

お話していただいた猟師さんは，同志社大学大学院綜合政策科学研究科 兵田大和

（ひょうだひろかず）さんです。 

シカが増え，宝ヶ池の山林や農地が，被害にあっていることを，クイズを交えながら

分かりやすくお話していただきました。シカを減らしていかなければならないことは，

すぐに考え付くことです。しかし，生態系のピ

ラミッドを崩すことなく，バランスが保たれる

ようにしなければならない事，シカを捕まえる

ことやシカから作物を守る方法が人間にとって

安全でなければならない事をクリアしたうえで

やらなければならないことを教えていただきま

した。わなの種類も見せていただき，実際にど

うして掛るのかをやってみせてくださいました。

イノシシやシカは危険であるため，決して近づ

かないこと，また，わなやおりにも近づかない

こと等を教えていただきました。 

 ジビエ（野生鳥獣の肉）を使っての調理についても教えていただきました。シカの肉は，滋養強壮によいそうで，

角やしっぽ，蹄，アキレス腱は漢方になるのだそうです。また，日本では，今よく食べているお肉は，１００年前

から食べるようになったとのことで，それ以前は，ニワトリ＝柏（かしわ），イノシシ＝牡丹（ぼたん），シカ＝紅

葉（もみじ）ウマ＝桜（さくら）ウサギ＝月夜（げつよ）を食べていたそうです。 

今今年年もも，，元元学学校校運運営営協協議議会会理理事事 北北

野野正正彦彦先先生生ののごご協協力力ののももとと，，京京都都薬薬

科科大大学学名名誉誉教教授授 元元素素周周期期表表同同好好会会

薬薬学学博博士士桜桜井井弘弘先先生生ををおお迎迎ええししてて，，

土土曜曜学学習習『『元元素素のの話話』』をを行行いいままししたた。。

初初めめにに，，読読書書企企画画推推進進委委員員のの方方かか

ららのの読読みみ聞聞かかせせでですす。。科科学学関関係係のの本本

にに親親ししんんででももららおおううとと科科学学読読みみ物物のの

読読みみ聞聞かかせせををししてていいたただだききままししたた。。

読読ままれれたた本本以以外外ににもも，，科科学学読読みみ物物をを何何冊冊かか並並べべてていいたただだきき，，ああととでで，，手手ににとと

っっててみみらられれるるよよううににししてていいたただだききままししたた。。

元元素素のの話話はは，，今今回回でで６６回回目目ととななりり，，毎毎年年参参加加ししてていいるる児児童童ににととっっててははよよくくわわかかっってていいるるここととももあありりまますす。。ニニホホニニウウ

ムムののこことと，，太太陽陽のの温温度度のの事事，，元元素素をを調調べべたたりり作作りり出出ししたたりりすするるここととでで人人類類

のの役役にに立立っってていいるるここととななどど分分かかりりやや

すすくくおお話話ししししてていいたただだききままししたた。。

後後半半はは，，元元素素にに親親ししももううとといいううこことと

でで，，「「ええれれめめんんトトラランンププ２２」」をを楽楽ししみみ

ままししたた。。ややりり方方のの分分かかっってていいるる人人がが進進

めめてていいききままししたた。。エエレレメメンントトととトトラランン

ププをを合合わわせせ考考ええらられれたたカカーードドゲゲーームム

でですす。。何何度度ももここのの学学習習にに参参加加ししてていいるる

子子どどもも達達はは，，初初めめてて参参加加すするる子子どどもも達達

にに教教ええるるここととももししてていいままししたた。。

12月 1６日（土）９：３０～１１：００ 於：特活ルーム
京都薬科大学名誉教授 元素周期表同好会

薬学博士 桜井 弘先生


